
大学発教育支援コンソーシアム
協調学習ARプロジェクト

半日ワークショップ　第三回  090628

活動の流れ 発問・指示 形態 WN, 資料・道具 所要時間 累積時間 留意点など メモ

1
はじめの挨拶と
活動概要説明

今日は二段階ジグソー
（１）　HOWDY１２課題で認知過程基礎
（２）　３分野まとめて｢協調活用スローガン」ポスターセッ
ション

全体

WN1　事前
　やり方が少し複雑な
ので、一枚○○説明
用

名前書かず
持ち帰り可

15分
13:00-13:15

15
座席は、最初一緒に来た人たちが固
まって座っても大丈夫

2 協調活動再考への導入 収斂か拡散かで問題設定　Pre 全体 WN２
20分

13:15-13:35
35

話し合うグループは2人でも3人でも
近場で話しやすそうな人相手に

3
HOWDY １２課題に分かれて課題を
経験、そこに潜む認知過程を探り当
てる

・はじめは全体を｢図」「計算｣｢読み」の3グループに大別
・その後２台ずつPC載せた机を出して（TAさん一人机一
台）
・分野内で課題ごとに3人グループ
・グループ固まったところでネックレス名札一人一枚

第一段
エキスパートG

WN３も作業開始とほ
ぼ同じタイミングで配
れると良い

30分
(最初の3G5分
課題に10分

これ何？に10分）

13:35-14:05

65 一台のPCでは一課題のみ

4
HOWDY １２課題を分野（｢図｣｢計算｣｢
読み」）ごとにJigsaw

一課題５分
ジグソーグループはア、イ、ウ

第一段目の
ジグソー

聞き取りメモ
20分

14:05-14:25
85 TAさん、少しずつ様子見て

5
分野ごとで｢人の認知活動の原理原
則」まとめ：第一段ジグソー用プロジェ
クト

TAさん補佐が期待されるところ　これまでのジグソーより明
確に｢プロジェクト（統合した結果を｢使う｣活動）を導入して
います

第一段目
プロジェクト

WN5
20分

14:25-14:45
105 TAさん、介入してまとめてどうぞ

休憩 質問紙 WN6 14:45-15:00 15:00まで お休み時間が15分

7 第二段階目のジグソー活動

・各分野から一人ずつ集まって新しいグループを作ります。
・最初に配った番号札のAからLで集まってください。

分野をあわせる；課題と分野が重ならないよう最初から３６
人を想定した番号札を作ってそれを３の活動時に渡してあ
る（ネックレス名札方式）。

一領域１５分　交換だけで４５分確保

第二段目の
ジグソー活動

WN7
45分

15:00-15:45
165

8
ジグソー･グループで協調の利点活
用意識して話合い 今日のプロジェクトについて討論（準備ができたから）

第二段目の
ジグソー活動

WN8
15分

15:45-16:00
180

テーマの抽象度が上がります。話し
合いが滞っていたら、TAさん積極的
に介入してください。

9 今日のメイン・プロジェクト
30分でスローガンをポスターにして
重複しても、スローガンだけでなく根拠と活用具体案も

30分でアップ
まで

WN9　ポスター下書き
用

30分
16:00-16:30

210

10 ポスター･セッション
３人のうちの一人を留守番役にして、10分留守番、20分ポ
スター見て　（留守番する人の順番決めてからどうぞ）

10分ごとに声かける
WN10 30分

16:30-17:00
240

11 最後の挨拶
全体質疑20分　最後10分で「個人で、今日の感想をまとめ
て」

WN11
30分

17:00-17:30
270 お疲れ様…

HOWDY ワークショップ　time line　　１３：００から
@福武ホール　地下２階　ラーニング・ラボ（３室全使用　廊下から見て左手一室　準備室）
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